
令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　事業実績及び効果検証結果

国県
補助金

交付金
充当額

起債 その他

2,204,975 30,873 874,685 981,600 317,817

1 単
通
常

広域消防感染防止対策事業 企画課
淡路広域消防事務組合の感染予防対策費への負担
金

R2.4.1 R3.3.31 4,216 0 4,215 0 1
・淡路広域消防事務組合負担金（広域消防感染防止対
策事業分）：4,216千円

【事業効果】
救急車内・外でのオゾン殺菌装置を設置したことに加
え、防止衣、マスク、消毒液及び除菌シート等を装備
したことにより、救急活動におけるクラスターの発生
防止に寄与した。

2 単
通
常

広域水道料金減免事業 企画課 淡路広域水道企業団の水道料金減免に係る負担金 R2.6.1 R2.8.31 36,253 0 36,253 0 0
・淡路広域水道企業団補助金（上水道料金軽減対
策）：36,253千円

【事業効果】
水道基本料金の減免を行ったことにより、コロナ禍に
よる市民及び事業者の経済的負担の軽減に寄与した。

3 単
通
常

避難所感染症予防対策事業 消防防災課 避難所の感染症予防対策 R2.4.1 R3.3.31 5,771 0 5,771 0 0
・需用費（感染症対策及び災害用品購入）:1,466千円
・備品購入費（パーテーション等）：4,305千円

【事業効果】
コロナ禍における避難所に必要な消耗品や備品を整え
たことにより、新型コロナウイルス感染症抑制に寄与
した。

4 単
通
常

医療機関等への感染症対策用品配布事業 健康増進課 医療機関への感染症予防対策品配布 R2.4.1 R3.3.31 3,788 0 3,788 0 0

・需用費（感染症対策用品）:3,629千円
・役務費（啓発チラシ発行）：44千円
・備品購入費（サーモマネージャー等）：115千円

〇市内医療機関感染拡大防止サポート事業：洲本市医
師会及び洲本市歯科医師会に対し、サージカルマスク
3000枚とフェイスシールド900枚を配布
〇感染症対応のための市職員装備の確保（フェイス
シールド、防護服、消毒液、手袋、体温計等）
〇感染対策用啓発チラシの配布：市内各戸に対し配布
（17,500世帯）
〇サーモマネージャーの設置：感染対策として、健康
福祉館入り口に1台設置

【事業効果】
不織布マスク及びフェイスシールドを医師会員である
医療機関に配分し、外来診療等における感染対策に活
用し、市民に対する医療提供の維持に貢献した。
感染症対応の職員や検診に従事する職員の感染対策装
備を充実させ、安全な業務執行に貢献した。
市内感染期における市民ができる感染対策に対する正
しい情報提供の徹底に貢献できた。
市内感染期において実施すべき保健事業等の際に、感
染対策としてサーモマネージャーを活用することで安
心して実施することができた。

5 単
通
常

高齢者等への感染症対策用品配布事業
介護福祉課
福祉課
健康増進課

高齢者等への感染症予防対策品配布 R2.4.1 R3.3.31 15,916 0 15,875 0 41

・需用費（感染症対策用品、チラシ）:14,043千円
・役務費（郵送料等）：1,873千円
 
〇マスク配布事業：高齢者、障害者、介護保険第2号被
保険者を対象に1人につき5枚配布
※発送日は5月25日、26日　対象数16,417人、内訳
は65～69歳3484人、介護保険2号52人、障害者
949人、70歳以上11,932人）
〇感染症対応のための市職員装備の確保（マスク）
〇６５歳未満の障害者手帳所持者９９１名に対し、マ
スクケースを配布（２６６,１６２円）。
〇65～74歳までの高齢者及び介護保険第2号被保険者
のうち要介護認定を受けている者7,414名に対し マス
クケース、感染拡大予防に関するチラシを配付
（1,964,510円）。
〇いきいき百歳体操、リハビリ教室、訪問相談等での
新型コロナウイルス感染拡大防止用の感染対策用品購
入（470,638円）。

【事業効果】
高齢者や障害者、要介護者に対してマスクやマスク
ケースを配布することで、感染症による重症化リスク
の高い市民の感染症対策を支援することができた。
また、消毒液等の配布により通いの場や介護予防事業
での感染症対策の強化を図ることができ、感染拡大防
止の一助となった。
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6 単
通
常

高齢者世帯等買い物支援事業 福祉課
外出自粛に伴う高齢者世帯等の買い物代行および
安否確認等

R2.5.21 R3.3.31 582 0 582 0 0
・需用費（ステッカー、チラシ作成）：88千円
・洲本市買物支援事業補助金：494千円

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症対策のため、外出自粛によ
り買物が困難となっている高齢者等の買い物支援を行
うことにより、支援者との交流が生まれ、高齢者の見
守り・安否確認にもつながった。

7 単
通
常

高齢者世帯等への配送・移動販売助成事
業

福祉課
移動手段がなく買い物が困難な高齢者世帯等を対
象に、配送・移動販売事業を実施する事業者に対
して車両購入費用等を助成

【事業効果】
利用対象を高齢者世帯等に絞り、取組事業者を募集し
たが、応募が無かった。

8 単
通
常

未就学児を抱える世帯への感染症対策用
品配布事業

子ども子育て課 未就学児がいる世帯へ感染症対策用品を配布 R2.5.21 R2.6.30 4,436 0 4,435 0 1
・需用費（感染症対策用品）:3,819千円
・役務費（郵送料等）：617千円

【事業効果】
感染症対策用品としてマスクを未就学児がいる世帯へ
配布した。マスクが入手困難な状況下で配布できたた
め、感染症対策に効果があった。

9 単
通
常

子育て世帯感染拡大防止事業 子ども子育て課
児童手当受給対象となる子育て世帯に児童手当現
況届返送用の返信用封筒を送付

R2.5.21 R2.9.30 254 0 253 0 1
・需用費（封筒代）:31千円
・役務費（郵送料等）：223千円

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症対策に伴い、郵送対応する
ことで、市民の不安軽減に繋げることができた。

10 単
通
常

市内産農畜産物販路拡大事業 農政課
市内生産者等と関西首都圏で営業するフードト
ラック事業者とのマッチング等

R2.5.21 R3.3.31 1,996 0 1,996 0 0
・需用費（ポスター・ショップカード印刷費）:59千円
・フードトラックパートナー業務委託料：1,930千円
・フードトラックパートナー事業補助金：7千円

【事業効果】
マッチングを行うことにより、新型コロナウイルス感
染症により需要が低迷した市内産農産物に興味をもっ
てもらう、販路拡大のきっかけとなった。

11 単
通
常

認定農業者等緊急支援事業 農政課 市内認定農業者への緊急事業助成金 R2.5.21 R2.7.31 4,540 0 4,540 0 0
・認定農業者等緊急支援事業助成金：4,540千円
（認定146人×3万円、認定（新規）8人×２万円）

【事業効果】
売り上げの減少など負担を受ける認定農業者・認定新
規就農者に対して助成したことにより、経営の継続に
寄与した。

12 単
通
常

肥育農家緊急支援事業 農政課 市内肥育和牛農家への緊急事業助成金 R2.5.21 R2.7.31 1,209 0 1,209 0 0
・和牛肥育農家緊急支援事業助成金：1,209千円
（403頭（９農家）×３千円）

【事業効果】
枝肉価格が低迷していた和牛を肥育する農家に対して
助成したことにより、助成の対象となった畜産農家で
の廃業は無く、経営の継続に寄与した。

実績なし

2 / 10 



国県
補助金

交付金
充当額

起債 その他

2,204,975 30,873 874,685 981,600 317,817

計
画
書
Ｎ
Ｏ

補
助
・
単
独

交付対象事業の名称 事業実績 効果検証所管課 事業の概要
事業
始期

事業
終期

総事業費

実績額（千円）

財源内訳

枠

13 単
通
常

漁船保険加入奨励事業 林務水産課 市内漁業事業者に対して漁船保険料の補助 R3.3.1 R3.3.25 2,677 0 1,070 0 1,607
・漁船保険加入奨励補助金　2,677千円
（対象隻数：375隻）

【事業効果】
漁船保険の補助率を拡充（現行自己負担の6％→
10％）することで、コロナ不況で困窮している漁業者
の事業継続を支援することができた。

14 単
通
常

豊かな海づくり資金利子補給補助事業 林務水産課
市内水産加工業者等運転資金借入に係る利子補給
金

R2.7.1 R3.3.31 1 0 0 0 1 実績過少のため、全額一般財源にて実施

【事業効果】
交付金充当実績なし

15 単
通
常

ふるさと洲本事業所応援給付金事業 商工観光課
市内事業者（中小企業、個人事業主）への応援給
付金支給

R2.5.21 R2.10.31 103,078 0 3,077 0 100,001

・人件費：45千円
・需用費：67千円
・ウェブ申請システム構築事業委託料：416千円
・ふるさと洲本事業所応援給付金：102,550千円
・給付件数：2,051件

【事業効果】
コロナ禍における不安定な営業収入の補填に充当さ
れ、中小法人及び個人事業主の経営支援及び生活の保
全に効果があった。

16 単
通
常

商店街お買物券・ポイントシール事業 商工観光課
市内の商店街で使えるプレミアム付き商品券の販
売

R2.5.21 R3.3.24 58,188 0 19,370 0 38,818

・役務費（広告宣伝料）：110千円
・商店街お買物券・ポイントシール事業補助金：
58,078千円
・参加店舗数：225店舗

【事業効果】
地元商工会議所並びに商工会を通じて、事業に参加し
た地元商店等から売上が伸びたという意見があり、事
業の効果は確実にあった。

【課題】
商店街中心の支援であるため、商店街を形成していな
いエリアの支援が手薄になってしまう。
（総事業費に占める換金額（プレミアム分）割合）
44,801千円／58,188千円×100＝77％

17 単
通
常

GIGAスクール構想実現事業（地方単独
分）

教育総務課
GIGAスクール構想実現事業に係る端末等整備
（地方単独分）

R2.5.21 R3.3.31 141,755 0 53,485 0 88,270

・端末整備業務委託料：29,322千円
・教育用備品購入費（iPad等）：112,433千円
教師及び児童用iPad　2011台
生徒用Windows端末　 458台

【事業効果】
GIGAスクール構想の推進の一助となり、またコロナ禍
において、授業はもちろんのこと校内でのオンライン
集会や休校中の学習・連絡に使用され、感染症抑制に
寄与し、児童生徒の学びを止めない対応ができた。

18 単
通
常

臨時休業に伴う学習支援事業（小学校）
当初予算分

学校教育課 スクールアシスタント等の拡充 R2.4.1 R3.3.31 34,931 0 34,930 0 1
・人件費：34,931千円
（小学校：スクールアシスタント13名、介助員4名）

【事業効果】
小学校全校にスクールアシスタントを配置すること
で、新型コロナウイルス感染症の影響による臨時休業
によって、学習機会を失った児童に対しての学習保障
に寄与した。

19 単
通
常

臨時休業に伴う学習支援事業（小学校）
補正予算分

学校教育課 スクールアシスタント等の拡充 R2.4.1 R3.3.31 2,900 0 2,900 0 0
・人件費：2,900千円
（小学校：スクールアシスタント13名、介助員4名
）※８月追加勤務分

【事業効果】
No.18と同様の事業のため省略
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20 単
通
常

臨時休業に伴う学習支援事業（中学校）
当初予算分

学校教育課 スクールアシスタント等の拡充 R2.4.1 R3.3.31 5,907 0 5,907 0 0
・人件費：5,907千円
（中学校：スクールアシスタント3名）

【事業効果】
中学校にスクールアシスタントを配置することで、新
型コロナウイルス感染症の影響による臨時休業によっ
て、学習機会を失った生徒に対する学習保障に寄与し
た。

21 単
通
常

臨時休業に伴う学習支援事業（中学校）
補正予算分

学校教育課 スクールアシスタント等の拡充 R2.4.1 R3.3.31 503 0 503 0 0
・人件費：503千円
（中学校：スクールアシスタント3名）
　※8月追加勤務分

【事業効果】
No.20と同様の事業のため省略

22 単
通
常

休業要請事業者経営継続支援事業 商工観光課
休業要請等に応じた中小法人・個人事業主への支
援金（県協調事業）

R2.5.1 R2.10.31 41,500 0 41,500 0 0
・休業要請事業者経営継続支援金給付事業事務委託
料：41,500千円
・件数：579件

【事業効果】
休業要請等に応じた市内対象店舗に対して支援金を支
給することで、コロナ禍における不安定な営業収入に
補填され、中小法人及び個人事業主の経営支援及び生
活の保全に効果があった。

23 単
通
常

新生児特別臨時給付金事業 総務課
国の定額給付金の基準日以降に生まれた新生児１
人につき10万円支給

R2.8.1 R3.10.31 22,881 0 22,880 0 1

・人件費：1,044千円
・需用費（コピー代等）：10千円
・役務費（郵送料等）：27千円
・新生児特別臨時給付金：21,800千円
・受給者数：218人（216世帯）

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症の長期化が見込まれる中、
国の特別定額給付金の基準日以後に出生した新生児の
世帯主に新生児1人当り10万円を給付することで、感
染症対策等で、平素の生活に生じる市民の経済負担の
軽減に寄与することができた。

24 単
通
常

コロナハンドブック作成事業 広報情報課
新型コロナウイルス感染症対策として市が実施す
る支援事業を1冊にまとめたハンドブックを発行

R2.4.1 R3.3.31 1,082 0 1,081 0 1
・コロナ関連記事掲載：644千円
・コロナハンドブック発行：438千円

【事業効果】
対象者や種類が多岐にわたる新型コロナウイルス感染
症対策支援事業の情報を１冊にまとめることで、必要
な支援情報を効率的・効果的に市民へ周知することが
できた。

25 単
通
常

がんばる学生等応援事業 企画課
洲本市に関係する市外在住の学生に対し、洲本市
の特産品（5,000円相当）を送付
【送付件数：470件】

R2.10.1 R3.4.30 6,702 0 6,251 0 451
・需用費（梱包費、チラシ印刷費等）：502千円
・がんばる学生等応援事業業務委託料：6,200千円

【事業効果】
コロナ禍において、社会活動や経済活動などが一部制
限される中、市出身者で、かつ、親元を離れて暮らし
ながら、島外の学校に在籍・通学して学業に勤しむ学
生などや、域学連携事業に関わる大学生（ＯＢ・ＯＧ
含む）のほか、神戸市から市内の高校に通う学生に対
して、市特産品などを贈り、学業の継続を支援すると
ともに、ふるさと洲本に対する郷土愛を深める関係づ
くりができた。
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26 単
通
常

公共交通感染症対策支援事業
企画課
用地課

公共交通機関における新型コロナウイルス感染症
対策支援及び公共交通施設の感染症対策整備

R2.9.1 R3.3.31 6,924 0 6,923 0 1

・コミュニティバスに対する感染防止対策業務等委託
料：314千円
・あわじ足ナビ補助金：200千円
・地域公共交通における感染症拡大防止対策事業助成
金：5,787千円
　バス3社、タクシー4社　5,787千円
（内訳）
　淡路交通　1,978千円
　本四海峡バス　47千円＋10千円＝57千円
　洲本観光バス　480千円
　タクシー：60千円×49台＝2,940千円
　　　　　　（22千円×1/2）×28台＝308千円
　淡路ジェノバライン　24千円
・洲本バスセンタートイレ改修費：623千円
（排煙窓修繕：319千円、トイレ水栓修繕：304千
円）

【事業効果】
感染拡大防止にかかる対策を講じる地域公共交通事業
者に対し、経費の一部を支援することで、利用者が安
心して利用できる地域公共交通を維持することができ
た。また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防
止するため、換気設備とトイレ水洗の取替修繕を行
い、衛生環境の向上に資することができた。

27 単
通
常

リモートワーク推進事業 広報情報課
Web会議システムの導入及びグループウェアへの
チャット機能追加

R2.7.22 R3.3.31 40,271 0 40,271 0 0

・web会議システム用端末等機器類設定業務委託料：
3,850千円
・グループウェアシステム更新業務委託料：29,700千
円
・web会議システム用ルームキット、端末等機器類及
びツールライセンス購入費：6,721千円

【事業効果】
web会議等ができる仕組みを導入したことにより、３
密対策及び行政IT化を推進し、情報のやりとりが円滑に
行えるようになった。

28 単
通
常

行政事務デジタル化推進事業
市民課
税務課

行政情報のデジタル化とWeb公開システムの構築 R3.1.26 R4.3.25 48,048 0 48,048 0 0
・戸籍附票の除票電子化業務委託料：2,948千円
・行政事務デジタル化の推進・向上事業委託料：
45,100千円

【事業効果】
戸籍情報の電子化やWeb公開システムの構築などを通
じて、行政手続のスマート化、行政事務のデジタル化
の推進を図ることができた。

29 単
通
常

総合福祉会館感染症対策事業 福祉課
総合福祉会館（社会福祉協議会に業務委託）にお
いて、感染症対策備品や衛生用品等を購入

R2.9.24 R3.3.31 1,000 0 1,000 0 0
・総合福祉会館管理業務委託料（コロナ対策分）：
1,000千円

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、顔
認証温度検知装置や、消毒液、使い捨て手袋などを使
用することで、施設を利用する児童や高齢者、障害者
などの感染抑制に寄与した。

30 単
通
常

児童虐待・DV等相談事業
（地方単独分）

子ども子育て課 婦人相談員の追加設置 R2.4.1 R3.3.31 608 0 607 0 1 ・婦人相談員1名に係る人件費（市単独分）：608千円

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症拡大に伴い家庭で過ごす時
間が増えたことにより、生活不安やストレスによりDV
相談件数が増えたが、その相談に対応するための人員
を確保することができた。

31 単
通
常

ひとり親世帯等支援事業 子ども子育て課
令和2年4月、5月の児童扶養手当対象児童に対し
て、一人当たり5,000円の図書カードを配布

R2.6.1 R3.3.31 2,224 0 2,223 0 1
・需用費（図書カード購入代）：2,110千円
・役務費（郵送料等）：114千円
（配布件数：422件）

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症拡大に伴う外出自粛等によ
り、子どもたちの学習の機会が失われ、ひとり親世帯
については特に大変な状況にある中、学習支援の一助
として支援することができた。
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32

33 単
通
常

地域外来検査センター事業 健康増進課
PCR検査を行うための地域外来検査センターを設
置

R2.9.1 R3.3.31 1,435 0 857 0 578

・地域外来検査センター受付職員等人件費：1,435千
円
【実績】
開設：令和2年9月1日～令和3年31日中に144日開設
検査数：176件

【事業効果】
地域外来検査センター受付業務に係る事務処理のため
会計年度任用職員1名を置いた。
島内における発熱外来が機能不全に陥らないようにす
るため、3医師会及び3市の健康増進部門が協働し、
PCR検査体制を整え実施することができ、市民の感染
不安の軽減やまん延予防に貢献した。

34 単
通
常

リサイクルポイント事業 生活環境課
資源ごみ回収拠点の増設による3密回避、リサイ
クル受入機能の強化による脱炭素社会の推進

R3.9.24 R3.3.31 17,993 0 17,993 0 0

・需用費（デポジット用回収専用バッグ購入費、クオ
カード購入費等）：6,148千円
・工事請負費（ストックヤード倉庫新設）：11,770千
円
・備品購入費（デジタル台秤）：75千円

【事業効果】
倉庫を新設することにより資源ごみ回収拠点施設の3密
の回避に寄与した。また、持込量に応じてリサイクル
ポイントを付与し、ポイントを貯めるとクオカードと
交換できるリサイクルポイント制度の導入により、コ
ロナ禍においても拠点施設の来館者数を減少させるこ
となく資源のリサイクル化を推進することができた。
バッグを製作し市民に配布することにより、家庭内で
の資源ごみのストックと拠点施設への搬入を促進し
た。

35 単
通
常

美しい村づくり資金利子補給補助事業 農政課
農業者が経営維持及び安定資金としてJA等から
借り入れたお金に対して利子補給

R2.6.1 R3.3.31

【事業効果】
利用者がいなかったため実績なし。

36 単
通
常

漁業振興支援事業 林務水産課
飲食店等の休業等による魚価急落により困窮して
いる漁協への支援金

R2.6.12 R2.6.12 11,000 0 11,000 0 0
・漁業振興支援金：11,000千円
（受給団体：洲本炬口、由良町、五色町の3漁協）

【事業効果】
漁業者の収入が激減している中、事業収入や手数料収
入が減少する漁業共同組合を支援することで、コロナ
禍で困窮する漁業者及び漁協の経営安定の一助となっ
た。

37 単
通
常

淡路島水産物PR事業 林務水産課
淡路島の水産物のPR事業を行い、新型コロナウ
イルス感染症で冷え込んだ水産業の活性化

R2.4.1 R3.3.31 1,600 0 1,600 0 0
・淡路島の天然マダイのブランド化事業に係る負担
金：1,600千円

【事業効果】
観光分野と水産業の連携により淡路島マダイのブラン
ド化を進め、島内外への発信力を強化することで、新
型コロナウイルス感染症で冷え込んだ水産業の活性化
に寄与した。

38 単
通
常

洲本温泉応援事業 商工観光課
神戸・大阪⇔洲本温泉街に走らせる観光バス整備
費用を助成し、観光・宿泊業を支援

R3.2.16 R3.3.31 969 0 969 0 0
・洲本温泉高速バス車体ラッピングによる誘客宣伝活
動事業への補助金：969千円

【事業効果】
コロナ禍による旅行自粛が続く状況においても、洲本
温泉のラッピングを施した高速バスを運行すること
で、ポストコロナへ向けた継続的な広報活動を展開す
ることができた。

実績なし

計画取りやめにより欠番
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39 単
通
常

大浜海水浴場感染症対策事業 商工観光課
大浜公園シャワー室及び更衣室の3密対策改修工
事

R3.2.1 R3.7.13 17,291 0 17,291 0 0
・工事請負費（大浜公園シャワー室・更衣室整備）：
17,291千円

【事業効果】
コインロッカーの屋外設置、給気口の設置（シャワー
室）、扇風機の設置（更衣室）等の改修を行うことで
３密対策を施し、海水浴場再開に向けた新型コロナウ
イルス感染防止対策を講じることができた。

40 単
通
常

営業自粛協力金事業
商工観光課
生涯学習課

市所有施設内で営業している事業者について、施
設閉鎖を行った際の休業協力金を支給

R2.7.1 R3.3.31 6,561 0 6,560 0 1

・大浜海水浴場開設中止協力金：3,250千円
・市民交流センター利用休止協力金：581千円
・洲本市文化体育館トレーニングルーム運営業務委託
料（休業対応分）：2,730千円

【事業効果】
市の協力要請により、感染拡大の予防と市民等の生命
と健康を守るため、営業自粛や利用者制限を行った事
業者に協力金などで支援し、事業の継続に寄与した。

41 単
通
常

洲本へいらっしゃいキャンペーン事業 商工観光課
宿泊に伴うおみやげ購入券発行事業への負担金
（淡路島観光協会）

R2.7.15 R3.3.31 49,898 0 49,897 0 1
・洲本へいらっしゃいキャンペーン事業負担金（淡路
島観光協会）：49,898千円

【事業効果】
新型コロナの影響により売上の減少した観光業界関係
者に対する支援ならびに観光需要の回復を図ることを
目的として、国・県が実施する誘客キャンペーンと連
携した事業を実施（指定宿泊施設宿泊者に対し、お食
事おみやげ券を進呈）。
　実施から１ヵ月半で予算額に到達し、市内宿泊施
設、小売店を中心に、約48,000千円程度の経済効果を
もたらした。

42 単
通
常

芸術文化公演再開緊急支援事業 生涯学習課
感染拡大予防ガイドラインを遵守して芸術文化公
演などを実施する場合の施設使用料の1/2を助成

R2.7.1 R3.2.28 406 0 203 0 203

・芸術文化公演再開緊急支援事業補助金：144千円
・洲本市文化体育館への支援（使用料収入減分）：
262千円
【実績】
　市民交流センター　7件　144千円
　洲本市文化体育館　6件　262千円

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症の影響により活動規模が縮
小している芸術文化活動の早期復興と飛躍を図ること
ができた。

43

44 補
通
常

学校保健特別対策事業費補助金① 学校教育課
感染症対策のためのマスク等購入支援事業（小・
中学校）

R2.4.1 R3.3.31 957 477 477 0 3

小学校
・需用費（感染症対策用品）:634千円

中学校
・需用費（感染症対策用品）:323千円

【事業効果】
感染症対策として、マスクやアルコール消毒液等を購
入し各学校に配布。各学校で消毒作業やマスク着用を
徹底したことにより、校内での感染症抑制に寄与し
た。

45 補
通
常

学校保健特別対策事業費補助金② 学校教育課
学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る事
業（小・中学校）

R2.6.1 R3.3.31 39,001 19,500 19,500 0 1

小学校
・需用費（感染症対策用品）:4,303千円
・使用料（修学旅行バスの借上げ料）：444千円
・備品購入費（エアコン等）：23,254千円
中学校
・需用費（感染症対策用品）:609千円
・使用料（修学旅行バスの借上げ料）：572千円
・備品購入費（エアコン等）：9,819千円

【事業効果】
感染予防のために空気清浄機やエアコン購入、校外学
習のバスの増便分を負担するなどの対応で早期の学校
再開に寄与した。また、日々の感染症予防に消毒液や
使い捨て手袋等を購入することで、校内での感染症拡
大防止の一助となった。感染者や濃厚接触者になり学
校に来れない児童生徒の学習保障のための配付プリン
ト印刷用プリンターやオンライン学習用端末を購入
し、家庭でも学習できる環境を整えることで子どもの
学習保障に寄与した。

計画取りやめにより欠番
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46 補
通
常

学校臨時休業対策費補助金 学校教育課
臨時休業に伴う保護者への給食費返還や食材の
キャンセル費等を支援

R2.4.1 R2.9.25 1,717 1,287 429 0 1
・役務費（振込手数料）：32千円
・学校給食費返還等事業補助金：1,685千円

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症の影響により、急遽臨時休
校となった場合の給食中止にあたり、食材のキャンセ
ル費や給食費の返還に交付金を充当することで負担の
軽減を図ることができた。

47 単
通
常

学校給食費補助事業（地方単独分） 学校教育課 夏休み期間中の給食実施に伴う給食費補助 R2.6.1 R2.12.25 16,925 0 16,925 0 0 ・学校臨時休業対策費補助金：16,925千円

【事業効果】
春に休校が続いたことにより、本来夏休みの期間に学
校において授業を実施。その際発生する給食費を全額
補助することにより、保護者の負担を軽減し児童生徒
が安心して学べる体制を整えることができた。

48 単
通
常

学校給食感染症対策事業 学校教育課 学校給食における感染症対策備品の整備 R2.5.1 R2.6.25 561 0 561 0 0 ・学校給食用備品購入（給食運搬用ワゴン）:561千円

【事業効果】
学校給食の配膳時にも感染症予防を徹底する必要があ
り、これまでの配膳方法を見直す必要が生じた。配膳
用ワゴンを購入することにより効率的に各クラスまで
給食を配膳することができるようになり、密の回避に
つながった。

49 単
通
常

スクールサポートスタッフ配置事業
（地方単独分）

学校教育課 スクールサポートスタッフを配置（地方単独分） R2.7.20 R3.3.31 497 0 496 0 1

小学校
・スクールサポートスタッフ通勤費用：398千円

中学校
・スクールサポートスタッフ通勤費用：99千円

【事業効果】
スクールサポートスタッフを配置することにより、校
内の消毒作業や事務処理を軽減することができた。

50 単
通
常

公共施設等空調衛生設備整備事業 各施設所管課
新型コロナウイルス感染症対策のために公共施設
等の空調・換気設備等の衛生設備を改修

R2.4.1 R4.3.31 190,990 0 190,022 0 968

感染症対策用品の購入及び空調等衛生設備の整備に係
る費用
・本庁舎：2,261千円
・防災センター都志会館：2,598千円
・みやまホール：254千円
・健康福祉館：4,039千円
・大野ひだまり館：4,439千円
・児童クラブ潮：7,752千円
・放課後こども教室：268千円
・公民館：889千円
・洲本図書館：45,320千円
・淡路文化史料館：4,875千円
・小学校：87,444千円
・中学校：30,503千円
・市営観光施設：348千円

【事業効果】
各公共施設における新型コロナウイルス感染症対策と
して感染症対策用品の購入、空調機器やトイレ等の衛
生設備の整備を行うことで、施設の清潔さの向上や換
気対策の充実を図ることができ、感染予防対策の強化
につなげることができた。

51 単
通
常

キャッシュレス促進キャンペーン事業 商工観光課
「Paypay」で買い物すると、支払金額の最大
30％のPaypayボーナスが付与されるキャンペー
ンを実施

R2.12.17 R3.3.3 122,666 0 36,466 0 86,200

・需用費（チラシ、のぼり等）：754千円
・役務費（広告宣伝料）：562千円
・キャッシュレス促進キャンペーン事業委託料：
121,321千円
・説明会会場使用料：29千円

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するととも
に、同感染症の影響により冷え込んだ消費を喚起する
ため30％のプレミアムを付与する消費喚起キャンペー
ンを実施した。高いプレミアム率もあり、当初予定を
超える利用二—ズがあり、広く市内事業者に対する消
費喚起につながった。また、この機にスマートフォン
を使いはじめることや、スマホ決済をはじめる行動も
あり、デジタル社会へ対応する第一歩にもつながっ
た。
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52 単
通
常

コワーキングスペース事業 商工観光課
テレワーク等に対応したコワーキングスペースを
新たに開設する企業への助成

R2.12.9 R3.3.31 2,748 0 2,747 0 1
・商工業振興対策助成金：2,748千円
・交付決定件数：１件

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症の禍中において、市が支援
し設置した最初の民間コワーキングスペースであり、
市街地内ということもあり話題性と利便性も高く、開
設後には民間企業等の視察のほか、実際に利用する個
人、団体もあり、ワーケーションやポストコロナにお
ける新たな働き方のニーズに対応できた。

53 単
通
常

光ファイバー網等整備事業 広報情報課
次世代通信網の構築及び市民への安定した防災・
行政情報提供のため、CATV設備（光ファイバ網
等）を整備

R2.4.1 R4.3.31 1,033,450 0 51,850 981,600 0

・洲本市CATV施設更新及びFM告知端末整備工事施工
監理業務委託料：4,081千円
・洲本市ＣＡＴＶ施設更新及びFM告知端末整備工事：
1,029,369千円

【事業効果】
設備条件に関わりなく、加入者が緊急情報等を聞くこ
とのできる告知端末機を利用できる環境を整備するこ
とで、情報を以前より広範囲に伝達することが可能と
なった。また、光回線の提供設備も更新し、安定した
インターネットサービスの提供を実現している。

【課題】
事業継続に係る費用が大きい（デジタル技術の急速な
進歩により、機器の更新を余儀なくされる）。

54 補
通
常

障害者総合支援事業費補助金① 福祉課
コロナ禍における在宅障害者の安全を守るため安
否確認等支援事業者へ経費補助を行う

R2.4.1 R3.3.31

【事業効果】
取組希望が無かった。

55 補
通
常

障害者総合支援事業費補助金② 福祉課
コロナ禍における地域活動支援センターや日中一
時支援事業の受け入れ体制強化のため、感染防止
対策経費への補助を行う

R3.3.1 R3.3.31 323 90 45 0 188
衛生用品経費補助（うち国庫補助対象分 180千円）
・地域活動支援センター：123千円
・日中一時支援事業：200千円

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、マ
スク、消毒液、除菌シートなどを使用することで、施
設を利用する障害者の感染抑制に寄与した。

56 補
通
常

障害者総合支援事業費補助金③ 福祉課
コロナ禍における意思疎通支援事業者や移動支援
事業者の体制強化のため、感染防止対策経費への
補助を行う

R3.3.1 R3.3.31 564 65 33 0 466
衛生用品経費補助（うち国庫補助対象分 130千円）
・意思疎通支援事業：100千円
・移動支援事業：464千円

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、マ
スク、消毒液、除菌シートなどを活用して感染症対策
を講じることができた。

57 補
通
常

子ども・子育て支援交付金 子ども子育て課 児童クラブ支援員増員及び感染防止用品購入経費 R2.4.1 R3.3.31 2,485 1,654 827 0 4

児童クラブ午前開所に係る経費
・人件費：635千円
・物件費：592千円
・放課後児童クラブ利用料減免：1,258千円

【事業効果】
小学校の臨時休業時おいて、放課後児童クラブを午前
開所することにより、感染症対策を行いながら子ども
の居場所を確保することができた。

58 単
通
常

公共交通感染症対応型運行支援事業 企画課
車内の乗車密度を上げないように配慮した運行に
取り組む地域公共交通事業者を支援（県追随）

R3.3.22 R3.3.22 1,561 0 1,561 0 0

・新型コロナウイルス対応型運行等支援事業補助金：
1,561千円

バス5社　1,561千円
（内訳）
みなと観光バス　42千円
淡路交通　419千円
神姫バス　369千円
本四海峡バス　572千円
西日本JRバス　159千円

【事業効果】
感染拡大防止のため車内の乗車密度を上げないように
配慮した運行に取り組む地域公共交通事業者に対し、
運行費用の一部を支援することで、利用者が減便等の
影響を受けることなく、安心して利用できる地域公共
交通を維持することができた。

実績なし
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59 単
通
常

介護サービス企業会計繰出・補助 サービス事業所
生活福祉センター（グループホーム）空調及びト
イレ等改修事業に係る経費

R3.3.23 R3.3.31 8,136 0 8,135 0 1

・五色健康福祉総合センター空調改修工事：6,492千
円
・五色サルビアホールトイレ改修工事：1,644千円

【事業効果】
介護施設における空調やトイレ等の衛生設備の整備を
行ったことにより感染症抑制に寄与し、クラスターの
発生を抑えることができた。

60 単
通
常

下水道企業会計繰出・補助 下水道課 すいせん苑の空調改修事業に係る経費 R2.8.12 R2.8.31 993 0 992 0 1 ・すいせん苑空調改修工事：993千円

【事業効果】
空調設備の整備を行ったことにより、すいせん苑にお
ける感染症の抑制に寄与し、クラスターの発生を抑え
ることができた。

61 単
通
常

新型コロナウイルス感染症拡大防止協力
金事業

商工観光課
県と市町で協調し、県の要請で時短営業に協力し
た飲食店等の店舗に対し、協力金を支給

R2.2.17 R3.11.30 58,281 0 58,281 0 0
・休業要請事業者経営継続支援金給付事業事務委託
料：58,281千円
・支給件数：654件

【事業効果】
時短営業の要請等に応じた市内飲食店舗に対して支援
金を支給することで、コロナ禍における不安定な営業
収入の補填に充当され、経営支援及び生活の保全に効
果があった。

62 補
通
常

学校保健特別対策事業費補助金③ 学校教育課
感染症対策及び学習保障支援消耗品、備品購入
（国1/2、市1/2）

R3.2.1 R4.3.31 15,600 7,800 7,800 0 0

感染症対策及び学習保障支援消耗品、備品購入：
15,600千円
・小学校（13校）：11,200千円
・中学校（5校）：4,400千円

【事業効果】
感染予防のために空気清浄機やエアコン購入、校外学
習のバスの増便分を負担するなどの対応で早期の学校
再開に寄与した。また、日々の感染症予防に消毒液や
使い捨て手袋等を購入することで、校内での感染症拡
大防止の一助となった。感染者や濃厚接触者になり学
校に来れない児童生徒の学習保障のための配付プリン
ト印刷用プリンターやオンライン学習用端末を購入
し、家庭でも学習できる環境を整えることで子どもの
学習保障に寄与した。

63 単
通
常

福祉有償運送事業者感染症対策支援事業 福祉課 福祉タクシー等の感染症予防対策費用を助成する R3.2.8 R3.3.31 226 0 225 0 1
・感染拡大防止対策助成金：226千円
２事業者、８台分

【事業効果】
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、ア
クリルパネルの仕切板や、消毒液を使用することで、
福祉有償運送を利用する高齢者や障害者、要介護認定
者などの感染抑制に寄与した。

※千円未満四捨五入のため、全体の合計が実数値と一致しない場合があります。
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